
　　　　

令和7 年 2 月 11 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

◆季節の行事

◆戸外活動

◆クッキング・ワークショップ

（別添資料１）

家族支援 ◆保護者様との面談を通して日々のご様子を聞き取り 移行支援

地域支援・地域連携 ◆担当者会議への参加 職員の質の向上
◆各種研修の参加の支援

◆資格取得の支援

支　援　内　容

◆食育活動を通して（クッキング・おやつの提供）様々な食材に触れ、食べる経験を積んでいき、食材や食事をする大切さを学んでいく。

◆生活するうえで欠かせない、衣服の着脱、排泄・排便などの有無などを発信する力を身につけていく。

◆運動遊びを通して様々な筋力の発達を促し、脳への刺激を与えていく。また、有酸素運動を行い血流を良くしていき脳を活性化させていく。

◆個人の成長段階に合ったプログラムで行っていく。

本

人

支

援

◆製作活動（ワークショップ）を通して手先や指先の巧緻性を高めていきながら物に対する関心、感覚を覚え1つの作品を作り上げる達成感の経験を積む。また、屋外行事（遠足）に出

向くことで季節の流れや非日常を体験することで心身共なる成長を促す。

◆自分の意思を言語化することにより他者からの反応が得られる経験や意思疎通ができる喜びを体験していく。

◆会話のキャッチボールの訓練を行うことによりコミュニケーション力を高めていきながら円滑に行えるように促していく。

◆他者との関係を構築していく。また、同世代以外での関わりを通して思いやりのあった行動がとれる。

◆集団活動・行動を通して、一体感を得ていく。

支援方針

◆短所に目を向けるのではなく、どんな些細な長所も見出し好きなことから楽しく長所を伸ばす。

◆お困りごとに対し、真心を持って共感し心身ともに寄り添うことで一人ひとりにあった解決策を創造し、実践する。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

◆誰もが自分の可能性を最大限に輝かせられる社会を創る

◆一人ひとりの好きなことに出会える多様な機会を提供する

◆誰かの中に生き続ける志事をする。

事業所名 子ども発達サポート 運動療育のかがやき 作成日支援プログラム（参考様式）


